一般財団法人全国大学実務教育協会
第１０回「能動的学修の教員研修リーダー講座」
―学びの技法・授業デザイン・学修成果の評価―
ご案内

コロナ禍により2年間中止しましたが、2022年度は3年ぶりに開催し対面形式での講座となりました。2023年度も対面形式での開催を予定しています（感染状況によっては変更の可能性あり）。奮ってご参加下さいますようお願いいたします。

開催趣旨


◇加速する大学教育の質的転換・質的保証
わが国の高等教育は、従前の知識の伝達・注入を中心とした学修から学修者主体の能動的学修（アクティブラーニング）へと質的転換が図られています。文部科学省で検討され閣議決定された「第二期教育振興基本計画」(2013年) や「第三期教育振興基本計画」（2018年）の中でも、教育の質的転換、グローバル化などの組織的な取組みに対する支援が盛り込まれました。とくに、社会の持続的発展を牽引するグローバル人材の育成が強調されています。
他方では、３つのポリシーの義務化に伴い大学の内部質保証システムの構築が求められ、第三周期の認証評価においても重点項目として取り上げられ、大学教育の質的転換そして質的保証が加速的に求められるようになりました。

◇能動的学修と本協会のこれまでの取組み
能動的学修は大学教育の質的転換の重要な柱となるものですが、本協会では早くから取り組んできました。
本協会が2013年度から新設した「実践キャリア実務士」（職業横断的な社会的職業的自立に必要なキャリア・実務実践力の教育課程）のほか、本協会の資格の能動的学修を基本とするものの多くが、その中核に「総合的実践実務」の学修を据えています。

◇能動的学修の成果を紡ぎ出す核となる教員の講座の開発
あらゆる科目において能動的学修への転換が必要になっていますが、最も大きな課題になるのは能動的学修を熟知する教員が少ないという問題です。研究志向で養成されてきたわが国の大学教員において、能動的学修を効果的に実践できる人は決して多くありません。そのノウハウが蓄積され、教員同士で共有されていないという課題もあります。
そこで本協会では、この課題に資する「能動的学修の教員研修リーダー講座」を開発し、2014年度から実施（2020、2021年度はコロナ禍により中止）してすでに170名を越える参加者を得ております。

◇能動的学修を体験できる講座内容
本講座では、豊富な事例のもと「学びの技法」と「授業デザイン」を中心に実践的な学びの場を提供します。更に「学修成果の評価」につきましては、教育の質保証の上で重要な役割を果たすルーブリックに基づく自己評価を含めて、講座の構成そのものから学べる形になっています。そして、数々の実践的な学びから、教員としての授業運営の仕方や能動的学修支援のあり方を体得することができる内容になっています。


プログラム構成



1． 2段階構成のプログラム
能動的学修の教員研修リーダー講座のプログラムは、大きくは2段階の構成になっています。
・第１段階は事前に配付される講座テキストを精読していただきます。
・第2段階では集合研修を8月26日（土）、8月27日（日）、9月23日（土）の3回実施します。
（同一参加者が3回とも参加されることが前提です）
詳細は「能動的学修の教員研修リーダー講座」のプログラムをご覧ください。
集合研修参加にあたっては、テキストの理解を確実にするために、参加者が自らテキストの内容に沿った理解促進テストの回答と新たな作問の上で参加していただきます。

2． テキスト『能動的学修の教員研修リーダー講座』の内容
テキストの内容は以下の構成で、実践的な内容になっています。
１　能動的学修とは
２　学修者から見た学びの技法
３　体験学修の方法と評価
４　能動的学修の実践
①学修デザインの方法（講義、演習、学内外）
②能動的学修の運営について
③学修成果の評価について
５　新たな学びの理念と教職員の役割

３．講座の進め方
・集合研修プログラムは能動的学修の基本となる学びの技法を学修する集合研修Ⅰの「基礎」、個別の授業をデザインし、具体的な活かし方を学修する集合研修Ⅱの「実践応用」、そして年間の学修プログラムを視野に入れて演習する集合研修Ⅲの「総合演習」の3部構成です。
・各回とも講座進行シート（実践事例を含む）によって進められます。
・参加者には毎回課題が出されます。
①集合研修Ⅰの前にはテキストの精読と理解促進テストの回答および問題の作成
②集合研修Ⅱの前にはすでに実践した、あるいは仮想の学びの技法を活用した授業実践の報告
③集合研修Ⅲの前には総合演習に向けての能動的学修授業モデルの練習

　　　　※上記の課題については①、②を初日に提出していただきます。

４．講座の特色
＊能動的学修をテーマにしていますので、本プログラムは参加者が主体的に参画し能動的学修が学生の立場で実感できるように運営されます。
＊各種技法の理論的背景を理解した上で上手に運用できるノウハウを学びます。
＊学びの技法や授業デザインの事例を多数紹介するとともに「そのまま使える」形に
　練り上げていく実践の場にもなります。



＊能動的学修の教員用の評価表（ルーブリック）に基づく自己評価を取り入れています。
＊参加者同士の経験談や実践事例を交換する場も設けますので、能動的学修について少し経験のある方や全くの初心者の方でも新たな発見があり、自信をつける場にもなります。
[bookmark: _Hlk120800020]
開催要領



1． 日　　　時      集合研修Ⅰ　2023年8月26日（土）　9:30～17:30
集合研修Ⅱ　2023年8月27日（日）　9:30～17:30
集合研修Ⅲ　2023年9月23日（土）  9:30～17:00

2． 会　　　場     「アルカディア市ヶ谷（私学会館）」　　電話　03-3261-9921（代表）
　〒102-0073　東京都千代田区九段北4-2-25　

３．　講師　　　 清水　一彦　（山梨大学　理事・副学長、中央教育審議会大学分科会
臨時委員）
関　　憲治　（昭和女子大学　教授）　他

４．　定員　　　　 ３０ 名　　

[bookmark: _Hlk529868131]５．　参加費　　  120,000円　     ※昼食およびテキスト代等　（消費税込み）

６．　事前学習　    お申し込みの方に事前に講座テキストをお届けします。
精読の上ご参加ください。

７．　修了証　　　  講座修了者には修了認定証を交付します。

[bookmark: _Hlk529868203][bookmark: _Hlk120799814]８．　参加申込      お申し込みにつきましては、別紙の 参加申込要項 をご覧ください。
                  ※本講座は１校２名でのご参加をお勧めいたします。学内での実践活動、情報共有等により有効です。

　　　　　　　締切　 2023年 6 月 30 日（金）

９．　お問い合せ　　〒102-0074　
東京都千代田区九段南4-2-12　第三東郷パークビル二階
　　　　　　　　全国大学実務教育協会事務局（講座担当）  電話：03(5226)7288

「能動的学修の教員研修リーダー講座」のプログラム

　　・演習、討議等のプログラムを体験することで参加者が能動的学修を実感できるよう設計されています。
　　・多くの演習を体験することで学生の立場に立って学べるため、参加者自身のふりかえりの機会になります。
　　・演習で使われるテキストやシート類は、現実の教育の場面で役立てられるようになっています。
　　・参加者の教育実践の知恵を共有し、相互に学び合うクリエイティブな場となります。

	１
	　　テキスト精読により理解を深める　　（テキスト　：　約１００頁）

	テキストによる事前学習
	第１章…能動的学修とは
第２章…学修者から見た学びの技法
第３章…体験学修の方法と評価
第４章…能動的学修の実践（学修デザインの方法、能動的学修の運営、学修成果の評価）
第５章…新たな学びの理念と教職員の役割
課題…テキストを精読し、さらに理解を深めるために各章の終わりにある理解促進テストを解答

	

	２
	基　　　　　　礎　　　　　　　　８月２６日 （土） ９:３０ ～ １７:３０

	集　合　研　修　Ⅰ
	1． オリエンテーション
2． 能動的学修の重要性
3． 理解促進テスト
　　テキスト内容の理解を深めるとともに理解促進テストの効果的な活用方法を体得
４．学びの技法
   ペアインタビュー、カード法、討議法など多様な教育技法の効果的な使い方について演習を通して学ぶ
	　　グループ演習とふりかえり
　　今後に活かす学びの技法のマニュアル化
5． 学びの技法に関する各種事例の紹介
実践記録や映像等によって教室内外で行われる実践的活動の紹介および演習
6． ルーブリックに基づく自己評価
7． 課題
次回に向けた課題の設定と説明

	

	３
	実　　践　　応　　用　　　　　８月２７日 （日） ９:３０ ～ １７:３０

	集 合 研 修 Ⅱ
	1． 学びの技法を活かした実践結果の演習
シラバスの一部を取り出し、特定場面を想定して、学びの技法を活用した実践活動の内容と結果の報告・演習
２．能動的体験学修の授業デザイン
・講義形式
・学内でのワークショップ
・学外でのワークショップ
・地域活動でのワークショップ
具体的な事例とウィ増を通じて授業デザインの
	　実例を学ぶ
　 ・自校における実践の実例（討議・演習）
３．授業デザインの具体策
　 ・テーマ設定、学びの到達目標設定、授業計画・評価基準の作成
　 ・多様な授業デザインの検討
4． ファシリテーターとしての役割と機能
・討議、演習
5． ルーブリックに基づく自己評価
【個別相談】

	

	４
	総　　合　　演　　習　　　　９月２３日　（土）　９:３０ ～ １７:００

	集 合 研 修 Ⅲ
	1． 総合演習　１
・９０分の通常授業のモデル演習
・授業デザインの位置づけと目的
・アイスブレイク→講義→グループ内の演習
全員参加による実践的演習、プログラムの進行、グループ演習、全体発表等各担当による


	2． 総合演習　２
　 ・グループ演習→全体発表、ふりかえりと評価
3． 全体ディスカッションと総合コメント
・学内におけるリーダーシップの心得
4． ルーブリックに基づく自己評価
5． 修了証の交付と今後の活動
さらなるブラッシュアップに向けて
　【個別相談】



		■参加申込要項
	



①下記の申込書に必要事項をご記入のうえ、2023年6月30日（金）までにＦＡＸまたはメールでお申し込みください。なお、メールでお申し込みされる場合には下記参加申込書の項目を記載の上、講座専用アドレス宛にご送付ください。
②申込書を受け付け後、参加者宛にあらためて手続き方法のご案内書をお送りします。
③全３回の講座をすべて受講された方には修了認定証を発行いたします。

	
推薦者氏名

	
	
役職名
	※理事長・学長・学部長等をご記入ください。


第１０回「能動的学修の教員研修リーダー講座」【 参加申込書 】





	
	
	

	参 加 者 氏 名
	勤 務 先
	所 属（学部・学科等）

	
	
	


	ふりがな
	
	

	
	
	主な担当分野・領域

	
	
	



	テキスト送付先　ご住所（1.勤務先　2.自宅）　
〒　　

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail（必須）

	大学教育歴
	　　　　　　　年
	現在担当している科目における能動的学修の導入の現状と今後の予定


	能動的学修の指導経験
	　　　　　　　年
	

	企業経験の有無
	　　　　　　　年
	



※2名以上でご参加の場合は、参加申込書をコピーしてお使いください。
※本情報は厳正に管理し、①名簿の作成　②協会からの文書の送付　③協会からの問い合せのみに使用します。
※修了認定証の作成に必要となりますので、ご氏名は楷書でご記入をお願いします。
※E-mailは、課題シートを送付の際に必要となりますので必ずご記入ください。
お申し込み
お問い合せ
お申し込み・お問い合わせ専用メールアドレス     E-mail: kouza@jaucb.gr.jp
締切 2023年6月30日(金)　FAX 03-3263-8633
　[image: JAUCB - 一般財団法人 全国大学実務教育協会]
〒102-0074　東京都千代田区九段南4-2-12　
第三東郷パークビル二階
　ＴＥＬ：０３-５２２６-７２８８　ＦＡＸ.　０３－３２６３－８６３３　
　E-mail：kouza@jaucb.gr.jp
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